










































































































































































(７) この点につき、Biermann, a.a.O.3, S.32を参照。また、1886年の改正法によ
り、強制抵当および仮差押抵当における仮登記に関する規定が追加されている。
(８) これに関して通説的な見解を示すものとして、Becher, Das rechtsrheinisch-









































































































(15) この点につき、Ro?mer, Das Wu?rttembergische Unterpfandsrecht, 1876, S.
173などを参照。




































(20) この点につき、Biermann,a.a.O.3, S.45を参照。また、Siegmann,Das Sa?ch-











































































































































































































































(34) この点につき、Schubert, Die Vorlagen der Redaktoren fu?r die erste
 
Kommission zur Ausarbeitung des Entwurfs eines Bu?rgerlichen Gesetzbuches,
















































られていたいわゆる jus ad remの存在を BGBにおいても認めることに
繫がるようにも思わ
(38)
























































































































(45) この点につき、Protokolle der Kommission fu?r die zweite Lesung des
 
Entwurfs des Bu?rgerlichen Gesetzbuchs,BandⅢ,Sachenrecht,1899,S.114を参
照。
(46) これについては、Motive,a.a.O.39,S.240を参照。



































































































































































































































(57) Othmer,Die rechtliche Wirkung der Vormerkung,Studien zur Erla?uterung
 
des bu?rgerlichen Rechts,9.Heft,1902,S.67.
(58) Fuchs,Grundbuchrecht,Kommentar zu den grundbuchrechtlichen Normen
 
des Bu?rgerlichen Gesetzbuches und zur Grundbuchordnung, Band Ⅰ, Mate-
rielles Grundbuchrecht,1902,?883,Rdnr.8.
(59) Sekler,Die Lehre von der Vormerkung,1904,S.124ff..































(61) Cosack,Lehrbuch des deutschen bu?rgerlichen Rechts, Band 2,6.Auflage,
1913,?177Ⅳ.
(62) Wunner,Gutglaubensschutz und Rechtsnatur der Vormerkung,NJW 1969,
115f..




(65) 例えば、Philipsen,Die Vormerkung nach Bu?rgerlichem Gesetzbuche,1903,


































(66) Heinrich,Die Wirkungen der 1911,S.7.
(67) この点につき、Prinz,a.a.O.65,S.27を参照。




































































(75) この点につき、Weber, Die Anwendung der Vorschriften u?ber Rechte an
 
Grundstu?cken auf die Vormerkung,1962,S.92f.を参照。
(76) つまり、新たな所有権者に対して向けられる物権的請求権は、仮登記権利者に
は存在しないのである。この点につき、Rottenfußer, Der gutgla?ubige Erwerb
 
der Auflassungsvormerkung, 1981, S.52 f.; Canaris, Die Verdinglichung ob-




























































(78) この点については、Mugdan,Die gesammten Materialien zum Bu?rgerlichen
 





Kupisch,Auflassungsvormerkung und guter Glaube,Ein Analogieproblem,JZ
1977,486ff.を参照。































(81) この点につき、Haase,Die Rechtsnatur der Vormerkung,1931,S.54f.を参
照。
(82) 例えば、Crome,System des Deutschen Bu?rgerlichen Rechts,Erster Band,
































い。この点につき、Lohr, Das Anwartschaftsrecht aus der Auflassung unter
 
































(85) Bendix,Die Vormerkung des neuen Rechts,Gruchot 49,510,1905;Seckel,


































































(90) 例えば、Rheinen,Ist die Vormerkung eine Verfu?gungsbeschra?nkung,1929,




６ jus ad remと解する見解









仮登記の法的性質を jus ad remと解する見解が生じてきたのである。
しかしながら、この見解も否定されるべきであろう。その理由としてい
くつかの重要な点が挙げられるが、まず、BGB第二草案の議事録が仮登
記の法的性質を jus ad remと捉えることを明確に否定していることが挙
げら
(93)
れる。また、jus ad remと仮登記は、その要件および効果の点にお
いて明確に異なっている。例えば、jus ad remの場合には、取得者に対
する請求権が発生するためには取得者の悪意が要求されるが、仮登記の場
合には登記が必要とされる。さらに、jus ad remが認められる場合には、
その請求権を当初の債務者だけではなく取得者にも主張することができる
が、BGB 888条に基づく仮登記に反する取得者に対する請求権の場合に
は、土地登記法において必要とされる請求権だけが問題となり得る。つま
り、仮登記によって保全される請求権は、当初の債務者に対してのみ貫徹
されなければならないのである。仮登記は、仮登記に反する処分行為を無
効とし、保全されている請求権の履行を実現して仮登記に反する処分行為
の絶対的な無効を導き出すことによって、仮登記権利者に利益をもたらす
のである。これに対して、jus ad remは、請求権を害する処分行為が有
効であることを前提とした上で、第三者の権利取得に対して効力を発揮す
る点に特徴があるのである。
(92) 例えば、Gierke,Deutsches Privatrecht,2.Band,Sachenrecht,1905,S.338な
どを参照。
(93) Protokolle,a.a.O.45,S.114.
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